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図 2. 異物検査画像処理の実行速度比較  

図 1. 小型 PC 

GPGPU の産業応用  
 

 ○山口 隆志 *1)、大原 衛 *1)  

 
１．はじめに  
 近年の研究開発現場では非常に多くのコンピュータリソースが要求される。これまで、

大規模な演算処理を行うためには、スーパーコンピュータ（スパコン）を活用する方法が

主に用いられてきた。しかしスパコンは、誰もが自由に使えなかったり得られた成果の公

表を要求されたりする問題がある。これに対し、一般のパソコンにも搭載されている

Graphical Processing Unit（GPU）を用いて演算処理を高速に行う General-Purpose computing 
on GPU（GPGPU）が注目されている。GPU には多くの演算ユニットが搭載されており、1
台のコンピュータ内で比較的容易に超並列環境を構築することができる。  

情報技術グループではこれまで、電磁波の時間領域解析を行うシミュレータの開発や食

品内部の異物を検出する画像処理ソフトウェアにおいて GPGPU を活用してきた。本発表

では、このような応用における GPGPU 適用の要点と実施例について報告する。  
 
２．方法  
 電磁界の時間領域解析アルゴリズムには Finite Difference Time 
Domain（FDTD）法を用いた。FDTD 法は、微分方程式を差分法に

よって解く手法であり、並列処理との親和性が高い。また、食品画

像中の異物検出アルゴリズムは、ニッカ電測株式会社と都産技研が

共同研究にて開発した（特開 2009-229100）。  
GPU 上で実行されるプログラムは CUDA（NVIDIA 製）を用い

て実装した。  
 
３．結果  
 FDTD 解析を行うハードウェアは、並

列度やメモリ容量の点から 3 基の Tesla 
C2070（NVIDIA 製）を搭載したワークス

テーションを用いた。画像処理において

は、食品検査装置への組み込みなど産業

機器での利用を考慮し、GeForce GT 430
（NVIDIA 製）を搭載した小型で低消費

電力な PC とした（図 1）。  
異物検出処理の実行時間について比較

した結果を図 2 に示す。CPU よりも 3 倍

程度の高速化が達成されており、図 1 の

ような低スペック環境下でも GPGPU の

有効性が確認できた。  
また、ワークステーションを用いた FDTD シミュレーションでは最大で約 76 倍の高速

化を実現している。  
 
４．まとめ  
 電磁界解析や画像処理の高速化を GPGPU により実現した。現在、光ファイバや光導波

路等の高速解析が可能なシミュレータの開発を行っている。今後、光学デバイスや電子デ

バイスの設計、ビッグデータ解析、ゲノム解析等における活用が期待される。  
 

*1)情報技術グループ  
H22.4～H23.3 【基盤研究】光配線用高速シミュレータの開発  
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動画中の害鳥認識方法の開発  
 

 ○大平 倫宏 *1)、富山 真一 *1)、  
宮武 和史 *2)、平井 佑佳 *2)、犬塚 利栄子 *2) 

 
１．はじめに  
 米穀類倉庫などの食品を管理する場所において、ハトなどの鳥類に対する管理・防除を

行うことは、衛生面等の観点から重要なことである。従来は、磁気などを用いて鳥類を忌

避する方法や、建屋にネットを張り侵入を防ぐ等の受動的な方法が用いられてきたが、現

時点では十分な効果を得るまでには至っていない。そこで、鳥類を自動的に認識して、能

動的にアクションを行うといった、従来とは違う観点からの防除が必要となってくる。本

研究では、その前段階として、特に動画中の鳥類の認識について研究・開発を行った。  
 
２．方法  

鳥類認識方法を開発するにあたって、実際に鳥害が問題となっている場所で、鳥画像約

400 枚、鳥類動画約 30 時間分の取得を行った。取得したデータは、認識方法中でのテンプ

レート画像や、認識処理の精度の確認用に利用した。  
本研究では、ハトを中心とする鳥類が停留前に滑空ではなく羽ばたいて着地するという

性質を利用して、動画中より羽ばたき動作を検出する方法を新たに開発した。また、隠れ

マルコフモデル（以下、HMM とする）を利用して、空間の状態を、①鳥類が存在しない、

②鳥類が歩行・停留中である、③鳥類が飛行中である、の三つの状態に分けて、ビタビア

ルゴリズムを用いた再計算を行うことで、認識精度を向上する方法を取った。  
 
３．結果・考察  

表 1 は、今回開発した認識方法を用いた認識結果であり、

認識処理 1 は、HMM を利用しなかった場合の結果、認識

処理 2 は HMM を利用した場合の結果となっている。HMM
を用いることで、停留・歩行中の鳥類の誤検出以外で、認

識率が向上しているのが見て取れる。これは、動画の中の

各フレームの情報だけでなく、時系列の情報を用いること

で、認識率が向上していることを表している。図 1 は、実

際に認識処理を行った動画中の 1 フレームであり、認識し

た鳥類を枠で囲っており、ハトが認識されていることが確

認できる。  
 

表 1. 各認識処理に対する認識割合  
 停留・歩行中の

鳥類の誤検出率  
停留・歩行中の

鳥類の未検出率

飛 行 中 の 鳥 類

の誤検出率  
飛 行 中 の 鳥 類

の未検出率  
全 体 の

認識率  
認識処理 1 0.00030 0.23 0.00028 0.68 0.70 
認識処理 2 0.0060 0.011 0.0027 0.31 0.95 

 
４．まとめ  

羽ばたき動作を検出することにより、停留前の鳥類を認識することが可能となり、HMM
を用いた処理を行うことで、高精度な検出を行うことが可能となった。これらにより、効

果的な害鳥防除の実現が期待される。また、成果については「鳥獣識別装置、鳥獣識別方

法、及びプログラム」の名称で平成 24 年 10 月に特許出願を行った。  
 

*1)情報技術グループ、*2)国際衛生株式会社  
H23.10～H24.9 【共同研究】動画中の特定物体認識システムの開発  

図 1. 認識結果 
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